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§１．研究成果の概要 

 

生物には、それぞれに特有なホルモンが存在する。しかし、キノコにおけるホルモンは一切明ら

かにされていない。キノコを発生させる菌類は、胞子から菌糸、菌糸から子実体（キノコ）、子実体

から胞子という生活環を持っている。本研究では以下の３つの全く異なるアプローチによって、「キ

ノコホルモン（キノコに共通に内生し共通のメカニズムによって生活環を制御する分子）」特に「子実

体発生ホルモン」の発見を目指す。 

１）「Fruiting liquid（FL）」からのホルモン候補分子の探索（アプローチ１）：量を増やすため、ヤマ

ブシタケ FL から化合物４つを単離し、そのうち１つについて、絶対配置を決定した。また、シイタケ

FL から活性物質の単離を試みている。FL 由来の全ての化合物のキノコに対する菌糸体成長調

節活性と子実体形成誘導活性を検討した。 

２）フェアリー化合物のキノコにおけるホルモン候補分子としての証明（アプローチ２）：フェアリー化

合物のキノコに対する菌糸体成長調節活性と子実体形成誘導活性の再現性を検討した。また、コ

ムラサキシメジにおける AHXの新たな生合成メカニズムを提案した。 

３）「キノコホルモンのひとつはステロイド」仮説の証明（アプローチ３）：化学合成した strophasterol

類化合物（strophasterol A, C, E, F, glaucoposterol A）のエノキタケおよびマツタケに対しての

菌糸体成長調節活性と子実体形成誘導活性を検討した。 

４）各キノコホルモン候補分子の活性発現機構の解明（アプローチ１〜３共通）：コムラサキシメジと

マツタケの突然変異株を作成した。 
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